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・問題ボおこりました・それで痛切にt

　惑七たことほ職後・亘本で造葛船の

　性能が外囲セ職後造られた細亡比べ

て非常に劣つtい’祉1レ〉’・ごとで

　す．・iEめうちで最も大匙なファター，

’としては，船が重くでき．るといゲζ

とです・・nnの構慰こよつて蓮嘩す

カ1・大｛蹄の比皿が醐乃至2鰯
　國の無よリ軍砿くできる．　したがつて

　輸出無でもいるいうな・トラプルホあ

y・・締蹄の注幾安～取らなけれ

　ばならぬということになつたので

’S”ir方國触にウきましτ痢じ

　であロます．

　　一一彊なぜ日本の甜が雄くでき　“pt

　ということについてはいろい・ろ原因’

　はあyますが）外國船は非常に庇範

b園にわたつて電無熔接を使い，また

；アルミ合企を使つている貼で比較雪、

　れると思います；われわれとしま・レ
　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

　セもi新しレ刈幌合金を使いたかつたの

一ですが，いろ帆ろの毒悔で最近ま・で

使ラヒ．とができないでいました・一

樹畳が背からだんだん蓮歩しτ駈，

」その跡を考えてみますと，霜｝に積み

　うる荷掬のヅ定最に封する船盤の距

．ffcを且亜減することであつたといえま

す．これ・は使那牲料飯かち串します

　と木船から鐵完昏，．餓船かち鋼藩にな

．つた．これらはいずれも儲盈輕く蓮

　ろうという努力の結果でした・亀ち’

　るんそのIMに便務の問題がからんで
・1

Xまして＊Aa」ら鐵船に代乙までに

は粗欝な時冊を離蓮しておむま1弥

つまT）y一段には餓i…音は鐵が安く．で匙’

るまでなかなか造れなかつたわltS’

す．われわれがアルミ合金を鮨1畿

　うということを試みたの陣約餌｝年

蔚で特に海軍ではそのころすで。こ羅

合金を使つておUます渉，これ12P

ずt：」もジュラルミン系読であつ糞た

勧に腐蝕がひどいというので殆ど《、

の級あま殿われてお碑かつた’

ところが職とドv　t’y　vigの

アル輸金が、どしどし，P・Fpaで働

i・，琵罪わnb，　，“・・t．・・eつてAk’S

いうので先程お勲出まし硬員宙

を昨年奴つ徽働に麟レ溺
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Stの値段ばかりでなく工作の鰍の

di〈一アバを使つても探獅；と＃る．

ような船を造ろうというので勢力し

．てい邑のです．こ劃にはいろいろの

．那情もありまして，たとえば第働lll1

西が非常にやかましくなウて，nc；il

．の居住匹がナーフ’ンエアlctaしてい

二なけれ・ばならぬことになり玄した・

aeて背の舶言比べて［k‘　h・上の方

．t：，2階3階と殺み重なつて行くの

です．アルミで撞つた船というのは・

君f殺荷瓦【をS，やナということも1瑚題

ですが，これと同時に頂工心を一Fげる

，ということに役立つているわけで，

3．tcの段臨：おいて上を高くするた

憾と翻詮’榛・
罫賠傭の設．「

@「・写二’幽．．．

att：uaNIしてξ6り

ますがあsいう蒲

でもどうしても皿

心が高くなって動

匙が堰れ蹟こと1二

妻つて來る．從つ

て安定性をよくナ

δために組の幅を

鞍げて行くそうし

て坐りをよくす

そ・そうなると建

迫費が．上り，また

1］の性能が減り，

使おう．ということで匙んでいるので

す．＝イドファンドを使いまして第

五次船はすでに起工している船もあ

　bますが，これらの舶はある程度ア

ルミ合金を使うというとこるまで進

んでいまナ先程も加藤さんからお話

があbましたが，板の規格，或は型

材の裁格，これもどしどし委員曾で．

決めっSあるのでありまして，おそ

らくその委員曾で決つたものは國の

’茨格になるのだるうと思います．ぜ

ひ各方面の御協力を駁ワ‘てアルミの

茨格を完成したいと思つておりま
す．

　加藤　われわれ金屡脆としまして

懸寡戴瓢／∫
糟’i．、膨三「．’…－1＝．r．』．’．．’．’．‘．

　1
　　ぎ

　　∵

，噛
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特に信頼性が大切でず，同’じヒドロ

ナリウム合金でも外國と’日本のとで

は蓮うのではないかとい．う御心配は

無月」にする．よう努力しています．（笑．

聲）次に船と大盟同じサイズを使え

るア、ルミの橋梁も早い槻曾に具盟化

したいと考えるのでナが，その必要

性とか可能性とかについて，それに

封ナる設計基準を茄々進めておら才レ

ろ驕田先孟とにお貫舌願いま．ナ．　　’

橋　梁．

　　臨田　アルミの橋が可能であるか

　どうか，これは賃格の問題が主tt・m

　衆だと思いまナ・それについてアメ

　、．・　　　　　：　リカの例を調べて

』．ゼ．．賠．．．．1見等すと・これは

，腎　『　；地金の費用，そb
　．．：1　　　　4　から製作加工，蓮

．；1・．．　’　星搬，架設全部をδ

tt ^’t’㌧．．． @　　．．っくるめて，軍位

癖‘

類馨欝．
　　．＿二、一．

．，．▲．．4　－一臨一

三・論6．ゆ．

9眞向つて左から安臨池田，澤井，漏田ド山縣伊臨安田・・
　　　加臨星野，坪井，」催｝，淺原，ft’村の諸氏

＝ンサンフ’シ9ンがふえるというこ

とになつてくる．そこでアルミを上

都精透鯖裳都に使いますと滋心が下

つてくる鮎係で鉛の福が狭くなりま

t・欝然辻避個格は下る．しかもそ

1の藩の推逗性能ゴ：非常に好くなる．

また2E自身のジこ災ということ⇒Sら考

えると，ぜひ室内の壁，テーブル，

驚子等を不燃性のものにし「ければ

ならm・鼓も好い例は救命艇でナが

これは從来木襲でしたt；，これを金

罵にしたければならね．これら1こ錯

してアルミを使えば：窪心が上らな

い・それから無の特殊事億としては

7猷1胡・nt性だから・脚拙噌鉾
職・らrt〈なってnaの航海にも非

伽安雑鞠ナ．以上嬬合して
モひ服環｛難つてい碓度或1よ
ftULI上にアルミ合金をわれわnは

も舩にアルミを燦うための研究をい

ろいろ匙めております．海水潮風を

かぶろ外板部分は耐海水性があり掻

度の比較的穴きいヒドロナリウム系

合金の板材型樗を使わなければいけ

ないのでナが，内部の7エーシング

その他は純アルミまたは3Sでやれ

ます．その他パルプ，艇窓1こ至る玄

で，従来ブロンズを使いましたが，

アルミ化しようということで今ヒド

ロナリウム系合企の銘物の研究もし

ております．耐蝕性の問嬉は塗装の

冊題ともからんできますが，それを

考二弦に入れた耐儀性試験を今手分け

してやつているのです．これなど外

囚船でどんどん侠っているのだから

研究をやる必要らないのではないか

と思いますa；，一磨はこれなら大丈

夫だという試雛値を得たい．材料は

重症當り14S合金

で珪集銅の3．6倍

炭素鋼の4．1倍吋

いう激字：が出てtc

Pます．．日本での

’慣格を調べて見ま，

すと，大盟鋼め方

の加工，袈作，運

搬，架設，これは

肌況に依つてちが

いますが，大畳豊萢

嘗りs萬田】ぐらい

ですが，鋼の補給

金を2萬圓とします．と全部をひつ’く

　　　　　　　　　　　　　　tるめて竜雷リユ0萬圓どいうことtこ

なります．アノレミの方では加工費が

少し欝える、蓮valCしましても、ア

メリカの例を見ますと，地金のTt用

を除いたほかめ費用が鋼に到’してア

ルミは2．2倍であります．こiらを

考えてアルミの場合の絃費月！を計算

づ・ると琵…當り約36萬隅にな、りまつ㍉

從つて日本では鋼ユ0萬四に封して

フ㌦ノレミ【‡　36萬圓，　銅の　3．6｛音とL（

う徴字になるわけであIJます・そこ

で補給金が外されて鍛の値殿がか9

に5萬間になると，銅で三3萬園に

たりますから便務の比挙は3以下に

下ってくるので優にアメリカより日

本の方がアルミを侠うのに好いのじ

やないかと思います．もう一つアル

ミで考えなければならTいのは，地
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　震に封することで．温井地震・1骨」海

地爲maM！大地震の例を見ると・橋

のMtvてレミるのは橋自身でなく芽凝

　の橋脚の下f：：構避で竣れているので

す．そ担ま匝いものが載つかつてグ

　ヲh’ラゆれるから竣れるので，．もし

S：の橋桁が3分の1のUtSitになれ1工

　地震で嫌τるということもない・從

　つ’＝下部構瀧が簡易になリ，その工

Sこが大いに安くなってくる・．全｛匿と

層して考えますと．現tEの朕態でも，

　乱セは補蔚血が外されればなおさらで

　すが，優に債格．建設我の鮎では太

　刀打ち＄，iできるのではないかと思り・

　ます．私としては咋年來各方而に，

　右縣の止木部囎係の人，國有餓遣・

　鵜梁闘1‘i者に盛に奨めているのです

　が，何しうアルミに封して
　土木屋さルの知識というも　　　　ノ

　のが罪常に淺いのでありま　　’繕瀧珪．

’して，今泓はアルミで橋を

　探げることが有利であると

　いうことを説明すると同時

　に啓蒙的なこともやつてお

　るのです，今後橋が造れる’

　ような大暑な型材がどんど

　ん閏されるようになるまでに土＊の

カでも．アルミの勉強をレて立派な檎

　が架けられるようにしたいと思いま

　す．アメリカやイギリスの例もかな

　V調べており，橋に必要な型材或は．

　厚板などが現左すぐ入手で嚢ればた

　だちに橋を設計して架ける自信は持　．

　っているのであPます．　・E　IIlしまし

　ても研究する問題が残つてVN　Tpので

　ありまし「ご例えばヤング係蝕の小

　さいことによろ挫屈の問超，菰iみが

　大きくなる問焔．銀動性の冊題g橋

　力：韓くなるとどうしても列寧或は薗

　蹴蛾どの衝・弊の腕きが銅の喬より

　綜計誓いてくるので街華係数をどう

　すべきカ」と』r・う問琵コ，或はこれ・はイヒ

　學屋さんに2コ贋いするのでナが，辻

　跨橋であろとどうしてもコンクリー

　1・を使い玄すカ：，コンクリートとア

　ルミの絶隷の問題，そういうような

　Ci’ffrt：問鷺が覆されてお⊃ますt；，

　存後研究することに致し！して，？

　れといわれぽLばrp．IF．でもやれるので

　にないかと恐います．そケいう嶺味

　で私としては早急に型材，∫巨板のサ

　イズの標準を決めてこれが市措に幽

　きれることを齪んでいます．

　　　加藤　今のお話にありましたよう

　　にアメリカでもイギリスでも橋梁用

　　．合金として．14Sが使われています

　　これはジュヲルミン型の合金ですが

　　．橋梁ばか）でなく可⊆輔，建築等にも

　　非常に廣く侠われております．同木

　　ではまだ使ったことがありませんの

　　で｝ただいま私のとζろでいろいろ

　　調ぺております．アメリカの橋では

　　14Sの人工時効材を，イギリスのサ

　　ンダーランドの橋では白然聯効村を

　　使つています．もちろん設計継i力が

　　ちがつてきます．口木でアルミ．の橋．

　　をやるとすればやはりこの合金を侠
　　．えばよい」｝と思いまナカ言，　設言｝薦匡プコ

　　が高くとれる勤では人工時効村の方

　　がよい．どちらにするかはこれ疹ら

　　　　　　　　　　　．．嘩軌＼

　　　　　　　　　　　　　　’高韓さ壷

　　　全鰹金馬製新型列車

　　瓢田先生とよく槍討して匙めたいと

　　思つてい雲す．

　　　堀野　腐蝕の勘はどうですか．

　　　加藤　この合金は耐蝕性合金では

　　　あゴませんので板は合せ板を使つて

　　　この問題を解決していますが，押鵬

　　型材の方は裸であとは険装で十分カ

　　バーしているようです．次に建築閣

　　係1こ移りましよう，

　　　蓮葉

　　　坪井莚築にアルミを使うという

　　　ことは力學的に見て二つの見方があ

　　　ると凪いまナ．建築1こはバラエティ．

　　　ガ非常にあつて，嚢わめて小茨拠の

　　　ものと大規換のものとあります．そ

　　　れに依っ層ヒ構癒概念もおのずから謎

　　　ってくるので．アルミの使い方もそ

　　　れに旗じて差が出てくると思いま

　　　す．最近色々の離叢を見て教共の惑

　　　心しEしたことは，イギリXで非常

　　　にアルミの建柴が行われていろこと

　　　で，大彊の構泣は飛行機の猪泡を生
　　　｝して，ヲ泥行機工掲の部分的轄撫

　　　そう言クた傾向で行われて居るよう

　　　1＝思うので．最近而白レ、と毘里つたの

　　　は英國の雑誌に載つているものです

　　　　　　　。＿「

　が，スィ“y24吹の牢家asでnge．

．0．8～0．9耗のアルミ板を使つている

　それで外板はやは1）波板であつて，

　2F荻使用個所には要所々々に準板の

　リブをつける．それで屋根荷置及ぴ

　風匿ξを簡箪に露環している。とltth

　く非幣に脛快な構池なのです．この

　ような梅造法をみると，藻行根でせ

　っかく活珊しているμ板が星野さん

　の試作住宅の錫合は弧度メンバーに

　マなつていない．しかし壁臓の眞柱，

　胴きしなどのある．ところに板を皿る

　のですから．こ＃の嬬接部分も鵜

　数いていると思いますから．筋迎も

　．多少節約できる見透しです．從來の

・飛行機で使つていた部材や知：そO

　まム産JI】できる範剛のものはスパン

　　　　　10紫が誤界ではないか河

　　　　　ギリスのスパン24駅の4．

　　　　　校建築は4肌閏に柱をなら

　　　　　ぺていますが．そこらが駐

　　　　　空機の製作法がそのま」建

　　　　　築構造に使われる一扮よい

　　　　　とこるではないでしよう

　　　　　か，ところで蹴野さんの金

　　　　　勝家屋は離作柱が蝦鹿〃

　バーとして正に活用され工ばよV観

　濟n勺な設1｝トになると考えます，「そ＃

　から凝い構造は風搬によつて浮匙上

　るという閏長ヨが大きい．　しかし星野

　さんのプランではコンクリートブロ

　ックで浄上りは一1。分抑えられます・

　金屑家障は外國には職雷例もある

　　し，」旦野さんも試作さξLましたi：，

　この程度の住宅ですと地震力は悶題

　にならないで風力でメンバー」；決ま

　るから，外四の例は擶畳的にtjttt

　の封象として大いに役に立ちます・

　　もう一つ大匙な建物の問題であ9重’

　すが，大恨建築のデッドロードジ非

　常に大きくなった場合，たとえば培

　下2階，地上9階で1ユ階というこ

　、とになりますと，地震力算定の琶合

　　1平荊蹴ワライブ・一酌10聰
　に三寸しデッドロードは約．700kg以

　上になります．デッlt・ロード0大

　聯分はコンクリート庫と堕であつし

　たんとかこれを輕くしなければなら

　ない．建物の劃酵のものは雌力
　　と比伺するから軽い材料を使わたげ

　～Lば馬農構造は非常に漏垂争き06・

　　　　　　　　　　　　　　　ノ　村：斗の降伏製誠は破捜弦度をとウL

　蘇欄の比強凝考えると，勧

・98
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ナルミ合金では木材に封して14・コ

ンクリー1・に到’して23ぐらいにな

る．比強度そのものが彬遺計ヨ1聴支

醒するとは思わないが，これは棚欝

Ptv・てくるものと思います・だから

壁とかスラブにアルミを侠うという

乙とは相當意義があると考えます．

耐火的な方法となると大盟1，200～

ユ300℃というのが火rlfの最高温度

でありますが，維績時悶は僅かで，

60C～700℃というのが永くつずく

と考えて設罰’の際にはアルミに封し

ては適雷の被覆をするとか，

遙岱な防火判’料でスラブを構

威ナオLぼよい．こういうもの

にアルミを侠えば鍛よ）も軽

くて紅済的なものになると患

うのであります・こ．hを要す

るにアルミ建築には色々の種

類の骨紐メンバーをその規拠

1こ庶じて規楕化することは大

切で，この鮎池H1さん方の輝

験も大いに生かしてむだのた

いようにやつていきたいと思

います．　　　　　　　　　・

　加藤　600～700℃の時間

が悶燃でナね．時悶はどの位

と考えたらいいのですか．

　星野　時闘はずいぶん女い

のですよ．　600～「IOO℃位で

2～3pSIMです．耐火建築に封

ナる試職でナ．

　安臼　何か規定に田ていま
すか．

　星野　それはH｛ております

賓際カーブを見るとわかりま

す．700℃～う50℃が隈界で

す．65D℃というのが長いの
です．

　＃弁　私nu：考えるのは火災

による∫1三の耀｝曲が骨紐をいた

つと大nct　icアルミを使うこと．が必要

だ．

　星野　朗こはコンクリートとだ嚢合

せれ・ばうまくいくでしよう，壁には

その必嬰はない．

　坪井　堕は燃えぬけることは脛針

にないとしても聴1くしたいのです

よ，デッ1・ロードが大き’くなって不

楡快なのです．阻念建築ならば別で

すが．

　編田　風屡と地震の關係はどうな

りますか．　　　　　　　’
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る試作住宅を骨組までアルミ合金1‘

するとどうなPますか．

　星野　今屑・組に偵つていろ鋼は1

2坪で1，300kgです．これをアルミ

にかえますと500kgぐらいです．
貌左外装板はO：5ミリで250　kg，合・

趾し2すと大槻750kgぐ．らいです．

’伽工などの面で問題もあろ．からはつ’

きりわからないが，5～6萬麗の差が・

mろのではないかと考えらn，tす．

坪5千皿ぐらいですから，大鵠今の．

銅を使つた揚合ρ坪猫り2萬2千圓

　上岡は英國AIROH住宅の作業歌況である
がJtt．枳，壁，骨紐，窓枠など大部分履合金を

用い，流れ作業方式によつて大張生産されて
いる．（Rev．　de　L’aluminium）

忽添

めないような形式であつて，床はあ

とで補修したい．．モれで床はフリー

サ　t：　’－Fに近くしかも火災のときは

藍力だけでもっような方法がいいの

ではないかと考えて詔り．ます．＝ン

クリートでやつても構遣計算を骨紐

の耐力だけで行えば安益かというと

モうはい⇒Lない．　コンクリ：一ト壁が

あるた均こ偏心の摂り振動が起つて

驚想外の捧害が起ってくる．こんな

舞｝｛≧L「ま＝ンクリート壁畳豊‘iなV、方力：

酎震的かもしれない．耐火の方はも

it醒緊

　剛一蹴

珊一懲

讐讐雛・．

．上濁は近く茄工される日漬國際會舘（策京

口比谷）の構想囲で．外堕，サツシ；をはじ

め省麺室内装衝にアルミ昌ウムを使用するこ

とになつている．各方面よりその底呆は注口
さ＃ている．〔軽金腸協倉捉供），

　＃井JES　300ノを使うといままで

の木造互こ築物に中小學校の2階建で

は風雁が支配的です・凪に封して1‡

いろいるの方法があるが，高暦建築

の下階をコンクリート，上階を輕構

誼にナろことは耐震構造として望ま

しい、ただコンクリートでっっまな

い上階のメンバーはアルミを使うと

してパックリングを考えなければな

らnのですが，ヤング係敷の減少は

京景の減少でカバーでtます・

　菰薩　星野先生の今やつてゐられ

程度に計して2菰7千圓位に

なります．住宅建築の揚合睡

くなるということは割含利釜

はないのです．今の経済肌態’

の段階では謂とそbそれ分掛

し合ワて骨組を銅でやつて，

衷面にあらわ．tLる屋根，弼目

板，旅子，窓とかの外魏にア

ルミを利刃するのが得じやな

いかと考えており’ますが．

　加藤　英國のAIROH＊住

宅では約15坪の4；屋住宅で

すが，t・－7P・アルミ製です

板が　1，200kg，雪里材が1．060kg

・その他鋳物綴造品合せて

120kgこれを合計．しますと

2，380㎏です．その位でやク

ておりますが，それにセメン

ト木材も使われております．

　星野　そ才Lらiこ比rくるとわ

れわれの方が少いですね．

750kgですから，相當ぎ算ぎ

りのとこるをやっておるので

すよ．坪井さんは危いといわ

れるが設計として．は進ん1でい

ると思うのです・

鋲接　　’

加薩　金庇佐宅では接ff方

法が問題になると思いますが・今‘F

つておられるビスをやめてりペツト

で，たとえば爆漿浜とか引抜き鋲・

（Chol〕ert　rlvet）を｛虹うとu、う、こと

も考えられますが・

　輻田　橋ではりペットのことが問」

題とむるのセす．飛行機とちがって

皆ストレスを受けているのです．ア

ルミのりペットは弱いといわれ・てい

るのですが，サンダーランドの跳開

露鎚鑑者跨Airera「t　Tndu　try　Rosea祀h

Organization　on　Housingの段計佳ry
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　矯では軟鋼の鋲左使つでいまナ’・

∴・車瞳ア・ヒ’・脅金では一蜘ζ蜥

㌧果度購勘め約・6瞬です・’しP’s・レ

　・Pナルのリ’ヘツトは冷間で打rc　．b　．e

．麺嚇徴で・一したがつて肛測島レ

「怯すか’らこの｛’0％よPも・つと上る

　：蛙）けでず’・蒲では腐蝕め．ことを考え

　て鋲電同じ材1質のヒドーロナリウムを

・・黷､ζ1とにしてep　）ます一F橋の場｛≦

　．1くはやはbAユ学S連使うぺ匙でし

、、よう　ζれは絞鋲した脚璋で勢断曝

ぐ蔵は20　k9／mm9以上出竃す　》二、

　7・tU・ン鋲雌行蜘鐙馨砿力事

．碑入醸後に打うなど作鋤・面髄
・・ｷド飛．行機で・も九んだん軟質鋲とし』

　て窪喉7Sが廣～侠われました・向
　一う’の丈献ゴ…53Sのホ、ツ．トリペヅト

　のこと’が掘でいま・したが1これもH

’率で融しな肺ばならな叱・問題だ

1害母レ・ます・・他の右購物｛く調’してtt’

一．！鮎嬉接を大レに使うとよいと息vll　”

ニナかこの方面の御厨究の深い澤井先

’・r生から．」＿＿ゼー・

七一’

F燭一接：・

・；響井’ ｡お輩9鮎熔接はtg抗熔接

・獅ちの一種でti：いろいろ嬬接

方塗を頻較レます，E，紬果からいう

謙惣7奪誌1：lll；．：圭

㍉！吻諦です汎生産が・・4・’・xピー・ド’

　であう，ロ戸コス｝であリ，・それか
’・辜m吋クナリティーです．潭板にな’

、舷す，と電瀧を大獣しなけ斌一
ヤなち・なレ｝ξいうことPt－一薯：直接の1珊

’・題にもコま．す：．從家の舞行機のjJで

疎つて制糺歓禦塒m～3㎜セ
のPU接でも勤熔後の装置は鋭百
置VAというような大’�ﾈものにな

　りま♪・’それで機櫨が大きくなりふ

・一ﾆころに翻競があると込う意味で現

’ZFのとこるでは橋梁の1ような大きな

ものには向かないのじや’ ﾈV…p・と思

一ウて21）ます．工揚で小さいユニッ

Itの組立をこれでやウ窮釣・て漫後

ρ親立は別の方法でやると．Vうのボ

旋來も行われた方法です．先程のイ

ギ〃スの例の’よ，うに飛行機工揚弄聖、

のま工遮築に1韓換するというようた

1揖合には章覧常にスムースにレ・くので

nすカ．，’ ﾙ焙接の技衛th硯究的には経

駿後かえ0て遡んてはおりますが，

舞際問題としますと人もいなくなっ

「　　一：”∴・’”

　　　　　’　　　　　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ

　，で⑭糠械も賠償の封象になづ奪η

・1畔してそのま’÷になρ七います

　　人ma・II・n：で蠕接蜘眺する技術

　　ltt　fiっているのですか，蛮際にそれ

　　を使うと些服こが多少画倒でto　6とい

　　うこと，それから技衛者を養威しな

　　ければならないので　各方面で熔接

　　という問題を十分に認識きれてでt，

　　るだけ早く取PI力蓋ウてした～ゴきた’

　　いと悪います．それがら出31ミれ・ばど

　　の位の敏最を差山口要るかと堕うよ

　　うな貼がはっきr｝）して’くるとメーカ’

　　一一の獣がは？紗して鋼i穿にや

t－ 凵Fよくts　’e、と思います．飛行機の輝．

　・合セ亀そうでし7Lが，11t初熟練する’，

　　ま．では非常に使いに’く・く．てrNっ噛

　　りま’した’が，’キ：才』が本當に使い始め

　・る一t今度は止められなくなっ七だん

　だん機械を謁や’していク牽のです・
・…@　カE藤，：飛｛テ機「6‘≠琿具度メンノ｛一1仁

　使つたのですか．

　　耀井　何従の國でもそうですが，

　最初は強魔〃イ・－1「使ρ下いなカ・

　つたのですが，それがおいお」強度’

　メン～｛－iC｛吏うように：なり，　那｛近¢）、

　・アメ均ごでは強度メンバ帯に使つて

　V」る一一と思いまづ㍉　1その外にア’一クヴ　　・

　ゴルデイング，，これは口本ではユ1瀞

1蜘霧禦隻款ら鱗．
　はしめて問題にして販大あたり甥緊

　験されているようですカも　これはア

　ルゴンで喪氣を遊噺しながら熔接を

　’行ちというやP方です．しかしガx

　焙接，アーク熔接は叡鴬廣い範園に

　わたつて加熱するため熱露可財オに封

　してはそ’p性質を悪くするし，帯適

　勃ではひずみを起し，　スcb，レスを残

　すと一いう結果にt3るからPむをえな

　レ4給を晦ゼてはで匙ればi鱗接を

　使つてレ・豊たレ、・　こ才レはもう世界各

　國そうだるうと思います．

　　加藤　それは向うの最近の交献で

　見ましたが，如何なる場合において

　も顯熔接がベスドであるとii；・っこと

　・をいつて；la　ljます．

　　池田　外期のアルミ製虞動車にi生

　最近弗常に多く使われているようで

　す．．　　　　　　　・　　　　　　　・

　　車彌

　　加薩　それでは…次に寧輌砂圃題で

　す号れども，どう亀口本の自動車屋

　ヒ’・’．ご　煙9．研二擁・談

さん’はアルミを使“だがらない偵向

炉あtレ・』こうい・う問題をと？いうふ

’うに解決すればよいかとレ・ち畑窟見

があると思いますが．　F

　池田「御承知のように敗職後日本

セ1蹴蛾の蹴鰍洲〔搬揚に
牌換して釦Pます．しかじ’これらの，

壷脚ユいlp・ゆ6アブげ一　IVであv

・まして泊卿碑騨興のの隷
9faは南破せんけav　i’su・カレ・An．

傘勧il工弗技術ダま鍛言ゆ技街・

について航窒機の継瞼が十分iζあ・．y

章すし，設備も火分残つておりま航

從つて現乖苓れらの會祉で韓盟に

は部分的にかな）アルミ合金を使っ

てtcります、そSVで從來からの牢醤

i製｝堂渠渚とはげLい赫｛酢をして㌔いる

搬態です．一力古い軍短襲蓬業者は
ナノレミイ｝金簗≧使うとV、うこ？になy

ますと今までの設儲を礎えなければ

t＝らないめで．アルミ合金を構澁材

として使うことに只今お詣のように

熱蛮を示していないのじやないかと

思います．　しかしiある‘舎肚では一つ

試作して見ようという話も倒てい1ろ．

のでデ．しかしまた修理工揚の方で

はアルミ合金の加工設儲がないか｝

困凸というでLよう。クト國の様子を

見ますと，・職前10致年前からドイ

ツやイギリスではアルミnウム襲め

バス・ボディ三が賀用化きれていたよ

うです．一米國でも御承却のように遡

駐軍のバスなどフ’レームレス構造の

アノレミ製’のものがラセつておりますD

で，これを見ても現在では諸外國で

はアルミの車｛塗が出廻つているので

はないかと思います．それで肉働車

でとくにバス」妊アルミが利翔さおた

のは，’ E時にq’ける航掘伽生産と

いうことを∫彦えた「各園の猷1策という

こと亀あ！ましよLうが，やはり重最

軽減によつて蓮行農すなわち燃着と

タイヤの滑紀，一これ⇒甥三常に減うと

b．，一　一ｫは搭載霊獄が辮すとゼ，利

釜が現實に碍ちム・らからだe思い

ま魂しDlし貝本ではやはり蝶品O

｛麟め問題肺ると思い’ます．アル

ミがたんだん安くなるEい施話セ

す力言，現無では多少高く1 ﾈ石卯噌
むをえないと思います．大ざク’ばな

見常ですカ；，バ貞や1・　1ック劉頚

品の側撫その後b全：齢中S：”’げ

ろ燃料饗と弼申のi競卿1蝋ず

1．co



，1’・丁’・・第β．雀i第．4’號．．、．

　禍のヤはないガ・1そう，しまず壱賃’

　　RiLが醐F瑚撒なつて轍丹沖
　・の姻沮｛繊上i妙す亭ば・これ・

’叶卿算が’と編ので一’「；やで

　　どめ程度輕くなるかということです

　が，，獅の描甥獄を御壁えない
　でアルミに墾えても空車重最で1割一

　程度でしよう・．しかしアルミの利」頂、

　飯値を十分高φるという意味で拙準

　　宙璽えて行く必要ぷある・それ渉最

　妊嚇力夕眩あ雛です・こ掴‡飛’

　行機で大分蓮歩Uてお．りますが・こ・

　れを白動，1ζに坂入れると罰三常1こ頓く’

　な1）ます．なおフレーAとボデ．dを

　・一骸に葺章つたユ禺ツト・コンストラ

　クションを磨加外皮構造でやηます
　　t，・’IJIIEの初観ても3割ぐら蝉唾
幽

　　くなつてお口ます・なお梅輩力學の

　方で勉強して分理的に設趾すればi，

　rウと軽くなるでしよう・　この位躯三く

　すれば引匙イi｝うかとv．う．ことも考え

　てpa　yます・
　　　　　　　ロ　　加吾妻　モの毒島合釘ヨとアノレミ合益セと

　の比較iまどうなりますか．

　　池田　富士産棊でやった7レーム

　　レス構置宣では鑓でやウても2｛切程度’

　軽くなつています．アルミでやれば「

　　3婁1］以⊥：1こなるでせラ．　　　　　　・，　、

　　耕　今の座力外皮構蓬ですと鮎

　嬉接の利翔串が高くなつてきますね

　　池田　モうでナ．特にi采期寧など

　は外環艶ウきという浬占でもイ∫利です．蓼1

　に外搦ではどんどんやつているので
　　　　　　　　　　　サ　すから，一ロホで毫この方面の研究は

　ヲこいに必嬰と怨います．

塗装

加瞳先口薗動耶技衛會での曾合

でどなたかアルミの塗装ははげやす

いといつておらbましたが，外國で

はすつかP解決しております．’モれ

驚鞭の委賄で塗装の小委員會

を設けて種ゐ験討しておPましてi

昧で碍急に鰍したいと考えて
ξ吻ます．大盈の見雷はもうついて

略ので丸それについて看野先GE’

からお話殿えれば＿＿＿＿．

増野前に加薩さんからお諭：あ

つて外園ではThreg。。ats　treatm．，

cnt・の聡勘糠勲：なつてV．・’i・Z・va

うヒとで恥・t。。。t潮題なので
t・　Sec。nd・。・ちThi，d。。、，　tl・vaI

ag・Fta　Y　，上動に欄L虹

　　　　　　　　　　　　　　　」’

このFir・t・coatになる特殊下塗り．

難1、難蹴二繋馨
・塗”1坤承舞1のよ舛ク叫脚巨鉛

御研究と和まうで遜あてお，ります．‘

誰畿穿鰐ン螺欝
ひ鼻要です・蒸渡損失も非常1ヒ滅少

します．

　アルミに遥し恥設計

　仙牒先程か1ら債楕のことが佃題

にな？ておりますが，アルミは商喚

ということをいうのですがジ結局ご

起は舞の方でも根本的に殿計を憂え

郵悔ところヘア硲を使つて行け

ば無は紐くな恥やすい無力：できろ

嘩i鉱そういうzaは粗獅介な牛
較をして見なければなら．ない，ので，

只今槍尉して郭まずが必ず安くなる，

と．思いまナ．、

　安田　そういう経瞼炉あ・リま・ナの

で建築の揚合におをまして屯，績局

碁礎を非常にがつちリ』たコンクリ

ートでや’ ﾂてしまつて∫上だけを比

鮫すればこの方t；高かつたりするが

蕃礎もアルミ構遣に遡した設計をし

て綜合曲に考えれば安くなる蹟もあ

ると思ラうのです・

　’山縣　そ’‡レは荷吻無などは別です

が特殊の麟なんかだとすぐ安くなる

と思いま・す．

　加蕨　L・胆大毫な携造物にはii蚤度

と比正の闇係で粗鴬有利にrtるので・

はないでしようか．臼動車とか小住
宅になるとかなy問題があ番よ．うで

ナね．

　池田　やはV自動車などでは鋼を

偵うかアルミを使うかということは

なわどいところなのですかち，相窟

材料が安くならないと＿＿．

　職量とiiスト　　・　　　・　’

　s田そ嗣について1塊も嫡みが

　　　　　　　　　　　T　　209

　　あるのでナ．．キれは卵と鰯あ糠な鰯

讐霧温譲客脚1馨讐
　　・5・e｛うものを先tr．作つ．て行’⇔とい吃

’札

ﾘ難鐸諜．t’
’　して安くしてセく．7cう糖う』ことを，・

て9垂た鑛霧三難壷
　・とP・フイリツUt’yで，韓出向の住宅

　　．挙獅2灘千雌嘩熱騨
　　合うfJ’｝”Bl　b、して傾鞭つて超り．：r

　　まずが，　こap揚合電ちうんそ才』に‘ま，，

　　纈勘算鵠ます・航‘記てR，eL

．この諸恤曹ﾅアル濫レ妨・r
　　宥利なi貼ができ「亡く、るのではなレか・

　　と思いますのでヂそケいう駈でレぢ．・’

　　いろ強度とか搬唱で鋤鱒獅協”
　　力を願いたφと悠い鼠す＿，

　　　嬢．微」五柳糎ですが；1鞭を
　　まとめ6ことと韓出の弔1∫題とかちん祉

　　で丈るの1ですがジ糞どえばアルミのt

　　印翻転閣してそ・’ういう勘を佃藤ぎ

　，んから＿＿畢　　　　　．　　．∵

　　　伊灘’っまり1差冨りの問題と．し≒t：

　　今までの自轄車をやづておりました’一

　’ような設｛蔽をアル、をやるためにeki：

　　造する．その設備鈎i金がいるという’，

　　ことになるど謂鰯鞍金を卿駄力’
　　バーで匙るほど有利でないと手fisウー’

　　けられ葦いという．の距日本の釜｝産棄’

　　の賓態だと愚います．そ’の面が些っ：・

　　とや‘まv私tS三三菱のアノレ；の．自縛車v．

　　をit，ウてdi’　6　P：，あb邊の自韓車屋

　　はV・YP　2：る．うま嫡単にア～ジの・

　　修繕設備がで匙ない限り自分詮あ商一

　　蛮になちぬ，というのです1だカらア

　　ルミ．自身の｛井給ということも力皿コこ喪口・

　　備の簡箪というのと雨方いつ’しよに1

　　蓮んでい漸ないとそのため丼飯の傘，

　　馬【」ヒげ’tこな’るど嘱ハうので籍しv、襲品、

’　を拒否してかNる・，これもがなP問

　　題力言おると思います．

　　し鰺論農鷲響こ玄議

．　し衰す．．

’10誓


